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論 文 内 容 の 要 旨 
 河口部や港湾域の土木工事で発生する浚渫土砂は、溶出しやすい有機物や栄養塩を多く含んでいることから、
浚渫土砂の海面埋立処分場から富栄養化した余水（海面埋立処分場内の海水）が放流されると周辺海域に悪影
響を及ぼすことが懸念されている。また、埋立てによる海面の消失も周辺の自然環境に影響を与えることから、
全国的に新しい埋立地の確保が困難になっている。そのため、既存の浚渫土砂処分場を効率的に運用し、長期
間活用していくことが望まれている。そこで本研究では、大阪北港の浚渫土砂海面処分場を研究フィールドと
して、良好な余水水質を安定して維持するための管理方法と余水処理方法を提案することを目的とした。 
 第１章では、全国的な浚渫土砂処分場の現況と本研究の必要性及び目的を述べた。第２章では、浚渫土砂海
面埋立処分場の富栄養化の要因を解明するために行った水質調査と生物調査の結果から、富栄養化の原因は植
物プランクトンによる内部生産にあり、鞭毛藻類の増殖がCODを増加させていることを明らかにした。また、春
季や秋季の植物プランクトンの増殖期にCODが高くなり、このような状況が長期間続くと植物プランクトン、COD
ともに浅所に集中して成層状態を示すことを見出した。第3章では、詳細な水質調査と生物調査から、栄養塩の
変動と鞭毛藻類の増殖要因について考察した。その結果、富栄養化の要因は、夏季におけるリンの溶出と、水
深が浅い時期における浮泥の撹乱と巻き上げによる溶出、及び秋季から冬季に投入量が多くなる浚渫土砂から
の溶出であることを明らかにした。そして富栄養化の対策には、余水の水深管理と鞭毛藻類の発生予防に対し
て珪素が有用であることを見出した。第４章では、第３章までの調査結果から植物プランクトンの炭素、窒素、
リンの構成比を求め、物質収支から浚渫土砂海面埋立処分場の余水や放流水の水質を安定的に維持する水質管
理方法を提案した。さらに第５章では、浚渫土砂海面埋立処分場の余水や放流水の水質をより改善するために、
現地で適用可能な砂ろ過法と高等生物による処理法について室内実験と現地実験により検討し、各処理技術の
適用範囲を示した。 
最後に、第６章では得られた結論をまとめた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 河口部や港湾域において、航路確保のために実施される浚渫工事により、全国で年間4000万㎥もの膨大な浚
渫土砂が発生している。これらの多くは海面埋立処分場において最終処分されているが、水に触れると溶出し
やすい有機物や、窒素、リンなどの栄養塩を多く含んでいることから、海面埋立処分場内の海水（余水）が富
栄養化する。そのため、浚渫土砂投入に伴って海面埋立処分場から富栄養化した余水が大量に排出されること
になり、余水による周辺海域への悪影響が懸念され、余水中の汚濁物質を制御する管理方法が望まれている。 
 そこで、本論文の著者は、大阪北港廃棄物処分地の浚渫土砂処分場を研究フィールドとして、処分場の供用
開始時期から埋立終了までの15年にわたる継続調査を実施し、処分場への浚渫土砂処分量や水温などの因子、
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植物プランクトンや動物プランクトンなどの現存量と余水水質との関係について明らかにしている。 
 次に、研究フィールドで得られた各々のデータから、海面埋立処分場における窒素とリンの収支を明らかに
し、処分場が安定化池としての浄化機能を有することを示すとともに、処分場周辺海域に放流される余水水質
の管理目標値を提示している。また、余水水質を制御するためには、沈殿物の巻き上がりを防止するために処
分場内の水深を一定値以上確保することと、浚渫土砂処分量の上限値を設定し管理することが重要であること
を見出している。さらに、現地における模擬実験により、砂ろ過法と、高等生物を用いた余水処理法の適用可
能性について言及している。 
 以上のように、本論文は、浚渫土砂海面埋立処分場における窒素とリンの浄化機能を解明するとともに、周
辺海域への放流負荷を低減するための目標値と管理方法について提示しており、自然環境に配慮した浚渫土砂
処分対策を検討する上で有用な知見を示していることから、水環境工学の発展に寄与するところが大きい。よ
って、本論文の著者は、博士（工学）の学位を授与される資格があるものと認める。 
